
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 11 月 1 日     － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －        第 610 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057   URL  http://www.yomogi.or.jp/~uncle/ Email  nichion@yomogi.or.jp 
 

１０
月
１２
日
（
土
）
～
１０
月
１４
日

（
月
・
祝
）
、
青
森
県
八
戸
市
・
道
の

駅
な
ん
ご
う
に
お
い
て
、
２
０
１
９

東
北
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

関
東
地
方
を
中
心
に
台
風
１９
号

が
直
撃
し
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
）
、
各
地
に
被

害
を
与
え
ま
し
た
。 

 

青
森
県
に
も
台
風
接
近
の
中
、
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
１９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

被
害
に
あ
わ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
者

も
自
宅
や
地
元
が
心
配
で
気
が
気
で

な
い
人
も
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
専
任
講
師
の
天
羽
さ
ん
も

来
れ
な
く
な
り
、
予
定
し
て
い
た
「
物

語
」
の
合
唱
は
、
大
嶋
さ
ん
が
代
役

で
音
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
四
部
に

分
か
れ
ま
し
た
が
、（
ち
ゃ
ん
と
歌
え

れ
ば
）
バ
ス
パ
ー
ト
、
か
っ
こ
い
い
。

と
い
う
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。 

 

ソ
リ
ス
ト
養
成
講
座
も
中
止
と
な

り
（
ホ
ッ
と
し
た
人
も
多
数
？
）、
創

作
に
没
頭
し
ま
し
た
。 

 

病
院
食
を
提
供
す
る
職
場
で
働
い

て
い
る
秋
田
の
佐
藤
さ
ん
は
、
二
日

目
の
未
明
に
到
着
し
、
せ
っ
か
く
来

た
の
だ
か
ら
と
詩
を
つ
く
り
、
道
の

駅
の
駐
車
場
で
ア
コ
を
弾
き
な
が
ら

歌
い
、
二
日
目
の
午
後
、
仕
事
に
向

か
い
ま
し
た
。 

 

せ
っ
か
く
置
い
て
っ
た
の
だ
か
ら

と
、
そ
の
詩
に
も
何
人
か
が
曲
を
つ

け
発
表
し
ま
し
た
。
他
、
多
数
の
創

作
曲
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
に
秋
田
音
楽
祭
が
あ
り
、
合

宿
の
取
り
組
み
や
打
ち
合
わ
せ
が
不

十
分
で
し
た
が
、
逆
に
気
楽
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
青
森
・
佐
藤
） 

 
 

 

追
伸 

今
合
宿
で
は
、
秋
田
の
木
下
さ
ん
と
岩
手
の

三
田
地
望
美
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

望
美
さ
ん
は
、
岩
手
の
高
橋
円
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い

る
「
若
い
会
員
の
交
流
会
」（
来
年
２
月
開
催
）
に
も
参

加
表
明
。
同
時
開
催
の
日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
に
も
、
全
国

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

（
佐
藤
） 

 

 

 

日音協規約第14条第１項にもとづ

き、下記により、第55回日音協定期総

会を開催いたします。各支部は代議員の

派遣をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 日 時 2019年11月16日（土）

13時15分から（終了目途17時15分） 

 

２ 会 場 駒込地域文化創造館  

第１会議室 

３ 報告事項 

(1) 2019年度一般経過報告 

(2) 2019年度一般会計および音楽祭 

特別会計決算報告 

(3) 2019年度会計監査報告 

 

４ 議 題 

(1) 2020年度活動方針について 

(2) 2020年度一般会計および音楽 

祭特別会計予算について 

(3) 音楽祭の現状と今後のあり方に 

ついて 

(4) その他 

 

５ 代議員 

 日音協規約（総会代議員数は、支部

ごとに、会費納入者30名以上２名、

30名未満１名とする）により、次の

とおりとします。 

(1) 東京都支部 ２人 

(2) 北海道支部、青森県支部、秋田県

支部、岩手県支部、福島県支部、

茨城県支部、千葉県支部、新潟県

支部、長野県支部、富山県支部、

香川県支部、九州支部、沖縄県支

部 各１人 

 

※総会終了後、同じ会場で第53回はた

らくものの音楽祭第１回中央実行委員

会を開催します。 

http://www.yomogi.or.jp/~uncle/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 610 号（2） 

来る２０１９年１２月７日（土）午

後に「２０１９はたらくものの音楽祭

ｉｎいわて」を今年も開催します。 

日音協の４つの活動の柱である「つ

くり、うたい、ひろめ、つなぎあう」

のうち「ひろめ」に重点を置くことと

し、昨年に引き続き、盛岡市鉈屋町の

「もりおか町家物語館」を会場とし、

入場料無料、一般の方々の出入り自由

の「開かれた状態での音楽祭」として

開催します。 

そのあとの大交流会は、場所を変え

て、いつものようにアルコールを交え

て賑やかに！ 

また、手作りのコンサートですので、

交通費、宿泊費は参加者に負担をお願

いすることになりますが、成功にむけ

て取組みを進めますので、皆様の御協

力、御参加をよろしくお願いします。 

 おって、宿泊が必要な方には、宿泊

のあっせんも行います。 

会員各位そして各県からの積極的な

参加をお待ちしています。 

■申込先 高橋伸明事務局長へ 

nobu-sun@iwatekensyoku.or.jp  
ＦＡＸ：０１９３-２５－１２８３ 

（岩手県職員労働組合釜石支部書記局） 

〒026-0043 釜石市新町６－50  

岩手県職員労働組合釜石支部気付 

          日
音協岩手県支部 高橋伸明 あて 

2019.10.13 佐藤正和 「無題」 

 

た たいふう たいへん 地球規模 

い いかなきゃ いぐべが まよわない 

ふ ふきとばされず ふきとばす 

う うきうき うかうか うつういつつ 

 

な なんでもいいから つくるんだ 

ん “ん”で はじまる ことばもあるヨ 

ご ごめん ここまで これまでか 

う うまく うたえば おめでたい 

 

と とうほく がっしゅく なんねんめ 

う うでは あがらず ネがあがる 

ほ ほくほく おいしい 秋の味 

く くりくり くりだせ 実れ歌 

 

に にんげんばかりじゃありません 

ち ちきゅうは すべての生きもの場 

おん おんがく ガクガク はねまわれ 

きょう きょうは つくる がっしゅくだ 

 

（意味不明なところもありますが、これを原

詩で、３曲できた。） 

先生たちのスクール・ウォーズ 

    集団創作（曲もできました） 

日々の記録 授業の準備 

集金 丸つけ アンケート処理 

放課後は会議が続き 

片付かない プリントの山 

立て続けに来る 学校行事 

帰りたいけど 帰れない 

 

先生だって 早く帰りたい 

夜は家族と 食事をしたい 

気付けば窓の外は月あかり 

まだ帰れない 時計は８時 

 

終業を告げるベル 

「早く帰れ」と言う管理職 

やること増える一方なのに 

人手は足りない オーバーワーク 

「早く帰る努力」と言うけど 

「早く帰す努力」はない 

 

先生だって 限界あるさ 

家でゆっくり テレビを観たい 

睡眠時間 たっぷりほしい 

まだ帰れない 時計は 10 時 

 

子ども達や仕事 大好きで 

いつまでも 笑ってたいから 

 

先生だって 休日ほしい 

土曜が来れば 映画もみたい 

日曜だってごろごろしたい 

日付が変わる 時計は 0 時 

わたしのさかなちゃん 

2019.10.13 

Yukiko sato 

 

私の好物 サンマ（サンマ） 

秋はやっぱり サンマでしょ 

スダチにおろして塩焼き（うまい） 

刺身ももちろん最高 

 

私の好物 いわし（いわし） 

庶民の味方 いわしでしょ 

アブラののったその身は（うまい） 

刺身ももちろん最高 

 

私の好物 いか（いか） 

みんな大好き いかでしょ 

煮ても焼いてもサイコー（うまい） 

刺身ももちろん最高 

 

だけどこの頃 食べられない 

海はさかなの住み家じゃなくなった 

いったい どこへ 行ったのか 

何のせいなの 誰のせい 

戻っておいで サンマ 

戻っておいで いわし 

戻っておいで いか 

海を取り戻そう 

 

（曲もできてます） 

 

 

 

 

他にも、「パパのカレンダーは寝て曜日」

「アニマルばーちゃん」「学校を抜け出して」

「こもれびの仲間」「円舞曲」「もうそろそろ」

（仮題）といった歌ができました。 

全て曲もついてます。今後、充分歌い込ん

で来年の日音協SONGへ応募してみてくだ

さい。             （佐藤）      

mailto:nobu-sun@iwatekensyoku.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 610 号（3） 

10月 19日、京成労働会館で私鉄全国音楽集団第 11回総会を開催しました。 

東武労組の下山田さんの司会ではじまり、『私鉄の仲間たち』合唱ののち京成労組の宮田さんを議長に選出し

ました。松浦代表（東武労組）は、駆けつけていただいた私鉄総連小松局長と衣幡さんに感謝を述べるととも

に「台風 19 号により職場の方々や鉄道の不通やバスも運行できない路線、また東北や北陸など広範囲にわた

り甚大な被害があり、被災している方々に心よりお見舞い申し上げ、生活が元どおりになることを願う。世界

的な規模で自然災害が繰り返されているが地球温暖化は人間の生活でまねいたことであり、大企業が中心にな

って利益優先のなかで必要以上に環境が破壊されている。災害の根本を考える政治や社会の見直しにむけて私

鉄総連組織内の森屋隆参議院議員が誕生したが、組合員の政治離れについてはまだ解消していない。総会は 11

回を迎えサークルとしてそれなりの成果をあげ運動をしてきたが、今後 10 年を見据えた運動についても議論

していただきたい。60 回を重ねた私鉄バスのうたごえは私たちが生まれたころにできた運動だが、歴史を守

り発展させていくことが任務だと考える。組織拡大においては青年女性から私たちの集団へ入会してもらうの

か、うたごえを続けていくための課題でもある。今の社会状況を共有していくなか、今の職場で共通するもの

を模索しながら発表し、共有していくことが会員拡大につながる。働く者のモノの見かたなどを仲間とともに

学習するなかで身につけていき、努力をしながらうたごえ運動を発展させていくことが任務である」とあいさ

つしました。 

来賓の私鉄総連小松局長からは冒頭、うたごえを中心とする協力に感謝するとともに「台風 19 号での職場

や組合員の被災状況の把握にむけて対策本部の設置、連絡態勢、カンパ、今後の対応などについて情報収集を

おこなっている。森屋隆参議院議員が誕生し、①交通政策要求実現へ国土交通委員として要望や情報交換でき

る、②10 万人それぞれの意志で政治活動に参加すること、③若い人になぜ政治が必要か徹底してこれなかっ

たことを、これからは森屋隆議員を代表にして声を反映できることを広め、活動を知らせていく」とのあいさ

つをいただきました。 

議事では「私鉄バスのうたごえで『地底のうた』の４部合唱挑戦にむけて練習体制を確立し、挑戦すること

と準備することの大切さを学んだ」「創作曲『輝く未来へ』の取り組みは『一人の力は小さいけれど僕らは決し

て無力じゃない』の歌詞に込められた青女協の想いを集団としても共有し、今後も強固な信頼関係を構築して

いこう」などの活動報告ののち、会員からは各単組・サークルからの活動状況と課題について現状を出し合い、

次の伴奏者を育成するために青年女性や労組に積極的にかかわっていくことが必要であるという声も出されま

した。「これまで取り組んできた『地底のうた』のさらなる力量向上と可能性追求のために、12月に開催する

京成吹奏楽団と日音協と私鉄全国音楽集団で共催する『「地底のうた」を歌う会演奏会』、さらに 2020年６月

に千葉で開催される『第 53 回はたらくものの音楽祭』での発表につなげ、吹奏楽団の演奏での合唱を通じて

表現力を強めていく」「青女協や私鉄産別運動がひとつになって前進できるような集団活動をすすめていく」を

柱とした活動方針、および予算と役員体制（松浦代表、石井・松本・新山副代表、根本事務局長、下山田事務

局次長、白石事務局次長退任に伴い根本が会計を兼務、運営委員に牛坂・瀬崎・白石、会計監査は高瀬・宮田）

を決定、松浦代表の団結がん 

ばろうで総会を終了しました。 

総会後には『地底のうた』 

を松本副代表の指導と津村顧 

問の伴奏で練習をおこないま 

した。 

 私鉄全国音楽集団として、 

この『地底のうた』の取り組 

みを通じて 12月の演奏会、 

そして来年６月の音楽祭にむ 

けて準備をしていきます。 

日音協のみなさんとの練習 

が 11月からで、吹奏楽の演 

奏での４部合唱ということで 

まだこれからなのですが、そ 

れぞれが音楽運動の活性化に 

つながるようにがんばりまし 

ょう。 

（千葉県支部・根本） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 610 号（4） 

１ 

は
じ
め
に 

日
音
協
は
、
支
部
を
日
常
活
動
の
集

約
の
場
と
し
て
、
労
働
組
合
の
集
会
を

は
じ
め
様
々
な
場
に
出
か
け
、
ま
た
、

多
く
の
音
楽
現
場
を
作
り
出
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
の
う
た
、
職

場
の
う
た
、
平
和
の
う
た
を
つ
く
り
、

う
た
い
、
ひ
ろ
め
、
つ
な
ぎ
あ
う
こ
と

を
柱
に
、
は
た
ら
く
も
の
の
立
場
に
た

っ
た
音
楽
運
動
＝
み
ず
か
ら
を
表
現

す
る
運
動
を
、
職
場
・
地
域
の
中
に
広

げ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
労
働
組

合
と
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
労

働
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
は
た
ら

く
人
々
と
も
手
を
携
え
ま
す
。
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
と
機
関
紙
『
音
楽
運

動
』
を
中
心
に
全
国
的
な
つ
な
が
り
を

大
事
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

日
音
協
が
大
切
に
し
て
き
た
創
作

活
動
で
は
、
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
１
９

に
引
き
続
き
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
労

働
、
生
活
を
新
し
い
切
り
口
で
描
い
て

い
る
と
い
う
評
価
も
あ
り
ま
す
。 

原
発
再
稼
働
反
対
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
な
ど
の
行
動
を
通
じ
て
新

し
い
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。 一

方
、
若
い
人
に
日
音
協
運
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
点
で
は
、
各

地
で
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

重
要
な
課
題
で
す
。
行
動
の
中
で
生
ま

れ
た
新
し
い
つ
な
が
り
を
、
さ
ら
に
２

０
２
０
年
度
の
活
動
を
通
じ
て
発
展 

  

さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

２ 

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭 

第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

は
、
２
０
２
０
年
６
月
13
日
（
土
）

～
14
日
（
日
）
に
千
葉
県
教
育
会
館

で
開
催
し
ま
す
。 

日
音
協
各
支
部
代
表
で
中
央
実
行

委
員
会
を
構
成
し
て
、
労
働
組
合
等
の

協
賛
を
得
て
主
催
す
る
と
と
も
に
、
連

合
千
葉
を
は
じ
め
千
葉
県
内
の
協
力

し
て
く
だ
さ
る
労
働
組
合
（
支
部
）
と

日
音
協
千
葉
県
支
部
で
構
成
す
る
第

53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
千
葉

県
実
行
委
員
会
が
実
行
態
勢
を
大
き

く
支
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

第
54
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

は
開
催
地
・
開
催
時
期
を
議
論
し
、
決

定
し
ま
す
。
第
54
回
以
後
の
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
の
開
催
の
し
か
た

を
引
き
続
き
各
支
部
と
幹
事
会
で
議

論
し
ま
す
。 

３ 

機
関
紙
活
動 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、
機
関
紙

『
音
楽
運
動
』
の
Ａ
４
版
６
ペ
ー
ジ
、

月
１
回
配
信
を
継
続
し
ま
す
。
印
刷
・

郵
送
に
よ
る
発
行
も
継
続
し
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
へ
の
切
り
替

え
を
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。
機
関
紙
購
読
料
は
、
取
材
・
編
集

費
用
と
し
て
引
続
き
年
２
４
０
０
円

（
月
２
０
０
円
）
と
し
、
日
音
協
会
員

は
会
費
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

全
国
の
動
き
を
知
ら
せ
る
た
め
に
も 

   

写
真
を
多
用
し
、
楽
譜
も
多
く
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、

全
支
部
、
全
会
員
が
、
編
集
部
に
情
報

を
送
る
と
と
も
に
、
編
集
部
は
年
間
の

企
画
を
立
て
て
各
支
部
・
会
員
に
原
稿

を
要
請
し
、
支
部
も
依
頼
さ
れ
た
原
稿

の
締
切
を
守
っ
て
、
発
行
態
勢
を
支
え

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
各
支
部
事
務

局
は
会
員
・
読
者
に
届
い
て
い
る
か
、

年
１
回
は
点
検
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

４ 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は
、
会
員
と
支
部
を

基
盤
と
す
る
組
織
に
な
っ
た
日
音
協

が
、
新
し
い
会
員
を
迎
え
る
重
要
な
機

会
で
あ
り
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
会

員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
人
・
会
員
に

な
っ
て
も
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
人

を
誘
っ
て
参
加
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
、
東
北
北
ブ

ロ
ッ
ク
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
、
沖
縄
県
合
宿
を
引
き
続
き
開

催
す
る
と
と
も
に
、
福
島
県
支
部
合

宿
、
香
川
県
支
部
合
宿
の
そ
れ
ぞ
れ
東

北
南
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

合
宿
へ
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
中
国
、
九
州
な
ど
で
開
催
に
努
力

し
ま
す
。
引
き
続
き
次
に
よ
り
日
音
協

中
央
財
政
か
ら
支
援
を
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。 

(1) 
日
音
協
の
い
く
つ
か
の
支
部
が

合
同
で
、
ま
た
は
一
つ
の
支
部
が
主
催

す
る
も
の
で
、
合
宿
形
式
を
と
る
こ
と 

(2)
外
部
講
師
、
日
音
協
中
央
を
除

い
て
５
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と 

(3)
あ
ら
か
じ
め
日
音
協
中
央
に
日

程
、
会
場
を
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と 

   

(4)
一
年
度
一
つ
の
支
部
に
つ
き
こ

れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
合
宿
が
複
数

あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
参
加
者
の
多

い
も
の
を
優
先
し
て
扱
い
ま
す 

(5)
金
額
は
、
一
年
度
一
つ
の
日
音

協
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
に
つ
き
、
参
加
者

（
外
部
講
師
、
日
音
協
中
央
を
除
く
）

が
５
人
の
場
合
を
１
０
０
０
０
円
と

し
、
参
加
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
１

０
０
０
円
を
増
額
し
ま
す
。
た
だ
し
上

限
を
４
０
０
０
０
円
と
し
ま
す
。 

５ 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
０
と

若
い
会
員
の
交
流
会 

２
０
２
０
年
日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
を
、

２
月
22
日
夜
集
合
、
24
日
15
時
ま

で
、
東
京
都
小
平
市
で
開
催
し
ま
す
。 

同
じ
会
場
、
同
じ
日
程
で
、
若
い
会
員

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
音
楽
を
基

本
に
し
た
交
流
会
で
、
若
い
会
員
に

「
日
音
協
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思

っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
新

た
な
会
員
を
迎
え
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。
若
い
会
員
の
中
で
も
40
歳
以

下
の
会
員
は
往
復
交
通
費
を
日
音
協

が
負
担
し
ま
す
。
ま
だ
日
音
協
会
員
に

な
っ
て
い
な
い
若
い
人
も
歓
迎
し
ま

す
。 

６ 

連
合
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の

行
動
参
加 

引
き
続
き
、
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
、

各
県
メ
ー
デ
ー
の
集
会
、
労
働
組
合
の

大
会
・
集
会
や
行
動
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
、
う
た
い
演
奏
し
ま
す
。
連
合
中

央
メ
ー
デ
ー
で
の
演
奏
を
日
音
協
の

顔
と
し
て
の
合
唱
・
演
奏
と
位
置
づ
け

て
、
て
い
ね
い
な
合
唱
練
習
を
し
て
準

備
し
ま
す
。 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成
組
織
と 

     

し
て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
そ
の
地
域

組
織
の
行
動
に
参
加
し
ま
す
。 

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人

ア
ク
シ
ョ
ン
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０

０
０
人
委
員
会
や
５
・
３
憲
法
集
会
を

は
じ
め
と
し
た
総
が
か
り
行
動
な
ど
、

地
域
の
反
戦
・
平
和
・
脱
原
発
・
労
働

者
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
行
動
に
参

加
し
、
う
た
い
演
奏
し
ま
す
。 

７ 

沖
縄
に
連
帯
す
る
行
動 

沖
縄
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
唯

一
地
上
戦
が
戦
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
軍

政
の
も
と
で
土
地
を
奪
わ
れ
、
米
軍
基

地
を
造
ら
れ
、
復
帰
47
年
を
経
て
な

お
米
軍
専
用
施
設
の
70
％
が
集
中
し

て
い
ま
す
。
沖
縄
の
被
害
、
差
別
の
実

態
を
ま
な
び
連
帯
す
る
た
め
に
、
３
６

５
日
座
り
込
み
を
続
け
て
い
る
辺
野

古
ゲ
ー
ト
前
の
た
た
か
い
へ
の
参
加

を
全
国
に
呼
び
か
け
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
２
０
２
０
年
の
５
・
１

５
沖
縄
平
和
行
進
・
県
民
大
会
（
５
月

14
日
～
17
日
）
に
、
日
音
協
と
し
て

参
加
し
ま
す
。
日
音
協
沖
縄
県
支
部
と

沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係

を
密
に
し
て
、
こ
れ
を
全
国
の
日
音
協

が
中
央
の
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
協
力

し
つ
つ
支
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

   

（
１１
月
16
日
の
全
国
総
会
で
は
修
正
し
て
提
案
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 
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（
４
面
か
ら
続
く
） 

８ 

県
支
部
・
サ
ー
ク
ル
が
つ
く
る
音

楽
現
場 

歌
っ
て
い
い
ん
で
な
い
か
い
コ
ン

サ
ー
ト
（
北
海
道
）
、
は
た
ら
く
も
の

の
音
楽
祭

 in 
（
秋
田
、
岩
手
）
、
都
支

部
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
に
、
県
支
部
や

サ
ー
ク
ル
が
積
極
的
に
音
楽
現
場
を

つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
の

官
邸
前
反
原
発
行
動
（
反
原
発
う
た
い

た
い
）
の
よ
う
に
、
街
頭
で
訴
え
る
音

楽
現
場
も
工
夫
し
ま
す
。 

９ 

日
音
協
ソ
ン
グ
の
募
集 

日
音
協
の
み
ず
か
ら
を
表
現
す
る

運
動
の
重
要
な
柱
で
あ
る
創
作
を
推

進
す
る
た
め
に
、
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０

２
０
を
募
集
し
ま
す
。
日
音
協
幹
事
会

の
責
任
で
、
応
募
曲
の
中
か
ら
全
国
に

広
め
た
い
う
た
を
選
考
し
、
歌
集
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
音
楽
祭
な
ど
で
広
め
ま

す
。 

10 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

音
源
の
配
信
と
新
し
い
歌
集
・
Ｃ
Ｄ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、
ま
た
音
源
・

映
像
を
配
信
し
ま
す
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う
な
相
互
通
行

の
情
報
共
有
を
工
夫
し
ま
す
。 

Ｃ
Ｄ
や
新
し
い
歌
集
等
を
制
作
し

ま
す
。
支
部
の
演
奏
集
の
制
作
を
支
援

し
ま
す
。 

11 

組
織
活
動 

日
音
協
は
、
個
人
で
あ
る
会
員
と
そ

の
日
常
活
動
の
集
約
の
場
で
あ
る
支

部
を
基
盤
と
す
る
組
織
で
す
。
北
海
道

支
部
、
青
森
県
支
部
、
岩
手
県
支
部
、

秋
田
県
支
部
、
福
島
県
支
部
、
茨
城
県

支
部
、
千
葉
県
支
部
、
東
京
都
支
部
、 

新
潟
県
支
部
、
長
野
県
支
部
、
富
山
県

支
部
、
香
川
県
支
部
、
九
州
支
部
、
沖

縄
県
支
部
の
14
支
部
と
支
部
に
所
属

し
な
い
会
員
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
１
年
間
、
会
員
数
は
２
０
１

８
年
11
月
（
２
２
１
人
）
か
ら
入
会

●
、
退
会
●
で
●
人
減
の
●
●
人
（
２

０
１
９
年
11
月
１
日
現
在
）
と
な
り

ま
す
。 

労
働
組
合
は
、
自
治
労
、
日
教
組
、

林
野
労
組
、
東
武
交
通
労
組
と
公
務
労

協
が
賛
助
団
体
と
し
て
支
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
第
53
回
は
た
ら
く
も
の

の
音
楽
祭
に
む
け
て
京
成
吹
奏
楽
団
、

京
成
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
と
改
め
て

結
び
つ
き
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
、
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
は
、
さ

ら
に
多
く
の
団
体
が
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。 

地
域
支
部
と
労
組
が
日
音
協
活
動

の
基
盤
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
日

音
協
地
域
支
部
の
新
た
な
結
成
を
は

か
り
ま
す
。
同
時
に
、
労
働
組
合
と
の

関
係
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
労
働
組

合
全
国
組
織
ご
と
に
労
組
内
の
音
楽

活
動
家
を
組
織
す
る
労
組
音
楽
協
議

会
（
音
楽
集
団
）
と
の
連
携
を
強
化
し

ま
す
。 

若
い
仲
間
を
は
じ
め
と
し
て
会
員

の
拡
大
に
全
体
で
集
中
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
行
動
の
中
で
お
お
ぜ
い
の
参

加
者
に
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
ま

た
地
域
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
、
一

緒
に
う
た
う
仲
間
を
広
げ
ま
す
。
音
楽

祭
や
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
に
、
新
し
い
仲
間

に
積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
日
音
協
は
「
音
楽
運

動
に
定
年
は
な
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し 

た
が
、
改
め
て
そ
の
こ
と
が
現
実
に
な

る
よ
う
な
活
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

日
音
協
会
員
は
規
約
で
は
支
部
会

員
と
個
人
会
員
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
新
た
に
日
音
協
に
入
会
し
て

い
た
だ
く
方
は
、
地
域
に
地
域
支
部
が

あ
る
場
合
は
原
則
と
し
て
地
域
支
部

に
属
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
地
域
支
部

に
属
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、

幹
事
会
の
議
論
を
経
て
個
人
会
員
と

し
ま
す
。
現
在
の
個
人
会
員
も
、
地
域

に
地
域
支
部
が
あ
る
場
合
は
、
会
員
本

人
の
理
解
と
納
得
の
も
と
に
、
順
次
地

域
支
部
に
属
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
す
。 

日
音
協
は
、
総
会―

全
国
代
表
者
会

議―

幹
事
会
と
い
う
機
関
で
、
各
支
部

の
活
動
を
集
約
し
、
全
国
的
な
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
の

幹
事
会
は
７
回
開
催
し
、
緊
急
に
必
要

な
と
き
は
常
任
幹
事
会
を
開
催
し
ま

す
。
２
０
２
０
年
度
の
全
国
代
表
者
会

議
は
１
泊
２
日
で
２
０
２
０
年
●
月

に
、
第
56
回
定
期
総
会
は
11
月
に
開

催
し
ま
す
。 

12 
財
政
活
動 

日
音
協
は
２
０
０
９
年
の
組
織
改

変
以
後
も
、
賛
助
団
体
が
減
少
し
会
員

も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
会
員

を
増
や
す
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
成
果
が
あ
が
ら
な
け
れ
ば
財
政

規
模
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
間
、
事
務
局
経
費
の
節
減
を
は

か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
新
し

い
会
員
を
迎
え
る
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
合
宿
や
若
い
会
員
の
交
流
会
に
は

し
っ
か
り
財
源
を
配
分
し
ま
す
。 

 

 

 

 

2019 年 10 月６日、樋口

秀敏さんの地元、新潟県南魚沼

市（旧塩沢町）で開催された、

「つむぎ通り 軽トラ市」に新

潟県支部のメンバー６人で参

加しました。 

 ９月の秋田音楽祭で発表し

た、「和平と愛実へ」「ものさし

を当てられて」（日音協ソング

2018）の他、山本英二さんの

ギターソロ「ここは元気になれ

る場所」を演奏しました。 

 そして、会場のみなさんと

「紅葉」「里の秋」「ふるさと」

を一緒に歌いました。 

 あいにくの天気でしたが、こ

の瞬間だけ雨が止み、雲の合間

から薄明かりが差し込んでき

て、秋の魚沼を感じられたのが

印象的でした。（竹内 崇史） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 610 号（6） 

▼
５
月
の
天
皇
即
位
か
ら
何
か
あ
る

と
、
「
レ
イ
ワ
初
の
○
○
」
と
聞
か
さ

れ
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
。
民
主
団
体
や

労
働
組
合
の
集
ま
り
で
も
。
な
の
に
消

費
税
の
時
は
「
レ
イ
ワ
初
の
増
税
」
と

は
聞
か
な
か
っ
た
。
▼
10
月
22
日
に
政

府
は
、
憲
法
の
政
教
分
離
規
定
に
違
反

す
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
皇
位
継
承
儀

式
を
行
っ
た
。
憲
法
上
国
民
主
権
を
規

定
し
て
い
る
日
本
で
、
安
倍
首
相
が
天

皇
よ
り
低
い
位
置
で
万
歳
三
唱
す
る
こ

と
は
違
和
感
満
載
だ
。
現
在
の
即
位
式

は
、
明
治
維
新
以
降
に
天
皇
の
国
家
的

神
格
化
が
進
め
ら
れ
る
中
で
確
立
さ
れ

た
ら
し
い
。
明
治
へ
の
郷
愁
が
強
い
安

倍
首
相
は
ご
満
悦
だ
ろ
う
。
▼
儀
式
に

は
な
ん
と
１
６
６
億
円
を
あ
て
る
と
の

こ
と
。
こ
の
時
期
、
相
次
ぐ
台
風
の
膨

大
な
被
害
を
み
れ
ば
「
こ
っ
ち
に
も
っ

と
回
し
て
く
だ
せ
ぇ
、
お
代
官
様
！
」

と
時
代
劇
ば
り
に
叫
び
た
く
な
る
。
５

月
に
即
位
は
決
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
な

ぜ
く
ど
く
も
儀
式
を
行
う
の
か
、
ま
た

後
日
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
税
金
を
使
う

の
か
。
▼
天
皇
制
は
昭
和
に
対
し
て
は

批
判
が
か
な
り
あ
っ
た
が
、
平
成
は
東

日
本
大
震
災
で
の
被
災
地
へ
の
慰
問
が

天
皇
賛
美
に
傾
く
こ
と
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
よ
う
だ
。
▼
さ
ら
に
問
題

な
の
は
恩
赦
。
約
55
万
人
が
対
象
だ
そ

う
だ
が
、
国
民
的
な
議
論
が
ま
っ
た
く 

な
さ
れ
ず
、
司
法 

の
下
し
た
判
決
を 

簡
単
に
否
定
す
る 

こ
と
が
ま
か
り
通 

る
。
こ
れ
が
民
主 

主
義
国
家
か
。 
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飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

１０
／
２５
（
３
６
８
回
） 

報
告 

望
月 

 

参
加
者 
望
月 

 

計
１
名 

用
事
が
終
わ
り
、
や
っ
と
茱
萸
坂

に
行
け
る
と
思
い
、
国
会
議
事
堂
前

駅
で
下
車
。
官
邸
前
の
コ
ー
ル
が
聞

こ
え
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ル

と
調
子
が
違
っ
て
、
聞
き
や
す
い
な

と
思
っ
た
。
茱
萸
坂
に
到
着
し
た
が

誰
も
い
な
い
。
メ
ー
ル
で
よ
う
こ
さ

ん
が
「
遅
れ
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ

う
な
の
で
少
し
待
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。
で
も
、
何
も
し
な
い
の
は

と
思
い
『
お
迎
え
の
歌
』
く
ら
い
歌

っ
て
い
な
い
と
な
と
歌
い
だ
し
た
。

で
も
、
誰
も
来
な
い
。
し
ょ
う
が
な

い
な
と
『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』『
原

発
Ｎ
Ｏ
』
と
歌
詞
を
見
な
い
で
歌
え

る
歌
を
取
り
あ
え
ず
歌
っ
た
。
ま

だ
、
来
な
い
。
あ
と
、
歌
え
る
の
は

…

と
『
風
車
の
唄
』
『
原
発
な
く
た

っ
て
』『
テ
ン
ト
の
歌
』『
フ
ク
シ
マ 

▼10月号を発行したあと、夜中に

別な作業をしていたら、メールの

送受信がうまくいかなくなった。

何とかしようと悪戦苦闘していた

中、ボーっとしていたのか魔が差

したのかアドレスを消去してしま

った。追い打ちをかけるように何

を思ったのか、パソコンを初期化

してしまった。ソフトが消えてし

まった。復元させようと何度かト

ライしたがダメだった。▼11月号

の編集も近づいてきたので、家電

量販店へ修理を依頼。なんとか間

に合った。皆さん、気をつけてく

ださいね。▼でも、前に使ってい

たフォントが入っていないので、

ところどころ字体が変ですがご容

赦願います。      （佐藤） 

▼東北北の記事が多くてすみませ

ん。もうひとつ、11月 30日に秋

田県・北秋田市で「桜庭智英コン

サート」が行われます。▼全国に

おいても新潟県支部のように、コ

ツコツと演奏に出かけていってる

場面があると思います。大小にと

らわれず、「音楽運動」に投稿し

ていただき、つなげていきたいと

思います。よろしく。  （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10
月
29
日
、
日
音
協
も
加
盟
す
る
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り
、
左
記
の
よ
う
な

要
請
（
要
約
）
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
音
協
は
、
11
月
2
日
の
幹
事
会
に

お
い
て
確
認
し
ま
す
が
、
全
国
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

「
法
の
番
人
と
し
て
実
質
審
理
を
行
い 

公
正
な
判
決
を
求
め
る
要
請
」
団
体
署 

名
の
と
り
く
み
の
お
願
い 

  

日
頃
か
ら
の
ご
活
躍
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。 

さ
て
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
に

つ
い
て
、
沖
縄
県
は
国
を
相
手
取
り
こ

の
間
２
本
の
裁
判
を
提
訴
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
「
関
与
取
り
消
し
訴
訟
」

は
10
月
23
日
、
沖
縄
県
の
訴
え
を
悉
く

却
下
す
る
不
当
な
判
決
を
福
岡
高
裁
那

覇
支
部
が
下
し
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
「
抗
告
訴
訟
」
に
つ
き

ま
し
て
、
か
ね
て
よ
り
辺
野
古
問
題
で

共
同
行
動
を
と
り
く
ん
で
き
た
市
民
団

体
「
止
め
よ
う
！
辺
野
古
埋
立
て
」
国

会
包
囲
実
行
委
員
会
が
、
当
該
裁
判
で

那
覇
地
方
裁
判
所
が
実
質
審
理
を
行

い
、
法
の
番
人
と
し
て
公
正
な
裁
判
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
要
請
を
那
覇
地
方

裁
判
所
に
提
出
す
る
こ
と
を
よ
び
か

け
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
こ
の
よ

び
か
け
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
団
体
に
よ
る

緊
急
の
と
り
く
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
団
体
署
名

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

記 

１
．
署
名 

「
法
の
番
人
と
し
て
実
質

審
理
を
行
い
公
正
な
判
決
を
求
め
る
要

請
」 
団
体
署
名 

  

を
く
り
返
す
な
』
と
歌
っ
た
が
誰
も

来
な
い
。 

考
え
つ
く
歌
は
出
尽
く
し
た
。
そ

こ
へ
「
一
人
？
」
と
声
を
か
け
て
き

た
男
性
が
。「
ひ
ど
い
よ
ね
。『
わ
い

ろ
、
貰
い
ま
し
た
』
と
い
う
の
。
今

ま
で
な
ら
『
わ
い
ろ
な
ん
か
も
ら
っ

て
い
ま
せ
ん
』
と
い
う
の
は
聞
い
た

こ
と
あ
る
け
ど
『
も
ら
い
ま
し
た
』

と
言
っ
て
い
る
の
に
問
題
に
な
ら

な
い
。
」「
一
人
と
い
う
の
は
珍
し
い

よ
ね
。
こ
こ
の
や
り
方
も
考
え
な
い

と
。
」
と
言
っ
て
「
じ
ゃ
あ
、
今
日

は
こ
れ
で
引
揚
げ
ま
す
か
。
」
と
帰

っ
て
い
っ
た
。 

私
は
一
人
に
な
っ
て
ど
う
し
よ

う
か
な
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
も

『
ひ
と
り
』
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
繋

い
で
き
て
今
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な

と
ま
た
、
同
じ
歌
を
繰
返
し
歌
い
だ 

し
た
。
高
い
と
こ
ろ
が
出
な
い
声
で

も
か
ま
わ
ず
歌
っ
た
。
７
時
30
分

に
な
っ
た
の
で
た
ん
ぽ
ぽ
舎
の
エ

リ
ア
に
行
っ
た
ら
た
ん
ぽ
ぽ
舎
の

方
た
ち
も
旗
を
た
た
ん
で
帰
り
支

度
を
し
て
い
た
の
で
声
を
か
け
ず

に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
戻
っ
て
お
見

送
り
の
歌
を
、
あ
ま
り
通
る
人
も
い

な
か
っ
た
が
２
度
歌
っ
て
終
わ
り

に
し
た
。
最
後
ま
で
一
人
だ
っ
た
。

で
も
、
ク
ッ
キ
ー
坊
や
の
妹
ち
ゃ
ん

も
元
気
に
歩
い
て
行
っ
た
り
、
渡
辺

さ
ん
と
も
す
れ
違
い
際
に
挨
拶
し

た
り
、
会
釈
を
し
て
通
っ
て
い
く
人

が
居
た
り
、
私
は
一
人
で
も
参
加
者

の
中
の
一
人
な
の
だ
か
ら
ひ
と
り

で
は
な
い
ん
だ
な
と
思
っ
た
。 

や
り
方
を
考
え
る
事
は
大
切
だ

が
、
ど
ん
な
や
り
方
で
も
理
不
尽
な

国
や
東
電
に
私
の
声
を
届
け
る
こ

と
は
続
け
た
い
と
思
う
。
声
を
上
げ

る
こ
と
も
、
も
う
一
人
に
繋
げ
る
こ

と
も
ひ
と
り
で
で
き
る
事
で
す
よ

ね
。
『
来
週
、
金
曜
、
ま
た
こ
こ
で 

原
発
ヤ
メ
ロ
と
叫
び
ま
し
ょ
う
』

ね
！ 

 


